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スポーツ教室開催事業

令和２年度以降

款 0301 中大

～

教育委員会事務局

スポーツ推進課

担当部

担当課

10　教育費
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〇市民スポーツ教室
　幼児期とシルバー世代を対象に、親子ふれあい体操教室とシルバースポーツ大学を開催しました。

・親子ふれあい体操教室
　未就学児を対象に親子ふれあい体操教室を年間で4期開催し、160組（320人）が参加しました。

・シルバースポーツ大学
　60歳以上の市民を対象に、軽スポーツやレクリエーションスポーツ等の実技や健康に関する講義を中心にスポーツ学級
を年間19回開催し、40人が受講しました。

〇地域スポーツ教室
　各小学校の校区民を対象に、軽スポーツやレクリエーションスポーツ等のスポーツ教室を16小学校区で開催し、延べ
2,047人が参加しました。
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

　親子ふれあい体操教室及びシルバースポーツ大学は、定員を超える応募者数があり好評であ
る。開催方法の見直しなどに取り組むことで、より多くの希望者が受講できる機会の拡大を目指した
い。

　地域スポーツ教室は全ての小学校区で開催しており、今後も開催箇所数の増加は見込めないこ
とから、１教室あたりの利用者数を増やす試みが必要である。今後もスポーツ推進委員との協力に
より地域住民のニーズに合うニュースポーツの教室を開催する。

総合的に、スポーツ教室開催事業については、市民のスポーツ活動の機会の充実が必要不可欠で
あるので、当該事業としては事業全体のボリュームとして「維持」と判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

〇市民スポーツ教室
・親子ふれあい体操教室
　成果指標は平成２９年度から平成３０年度にかけて増加となっている。この要因は、１期あたりの
講座の回数を減らすことで、年間の講座数を３期から４期に増やしたため参加者数の増加に繋がっ
た。

・シルバースポーツ大学
　成果指標及び活動指標は、目標数値を達成しており、今後も目標値を達成すると考える。

〇地域スポーツ教室
　成果指標及び活動指標は、横ばいの傾向にある。すべての小学校区で教室は開催されており、
開催箇所数は増加しないため、参加者数の大幅な増加は見込めない。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

診
断
結
果

事業の方向性

削減額・対象

評
価
結
果

維　持

2


